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本研究の目的は、 工業高校の生徒の学校生活に関す る意識と教員の課題意識に着目 し、 生徒と教員の関係性を明 らかに

するこ と で、 工業高校におけ る学習指導及び生徒指導の一助と なる知見を得るこ と である。 兵庫県内全ての工業高校にお

け る生徒及び教員に対するア ンケート調査を実施 し た結果、 教員や地域から認めら れないこ と によ る生徒の自己肯定感の

低 さが確認でき た。 ま た、 生徒が授業に望むこ と と、 教員が感 じている学習に対す る課題意識の差異が確認でき た。 さ ら

に、 教員間の協働 ・ 連携の不足により 組織的な授業改善を進めるこ と ができず、 生徒の授業理解と学校生活の充実に影響

を与えているこ とが明らかと なっ た。 こ の調査結果を踏まえて、 生徒の学校生活に対す る意欲を高める指導の在り方につ

いて考究 し た。 

キーワー ド : 工業高校、 自己肯定感、 生徒と 教員の関係性、 指導観の転換、 授業改善

1 研究の背景と目的

本研究の目的は、 兵庫県内の工業系学科を設置する高

等学校 (以下、 工業高校) に在籍する最上級生徒 (以下、

生徒) が持つ学校生活に関する意識と工業高校に勤務す

る教員 (以下、 教員) が持つ課題意識に関する調査を行

い、 学校生活の中での学習、 級友及び教員 と の関係性に

加えて、 教員が感 じ ている学校及び生徒の課題、 授業力

を高める ための取り 組みを明 ら かにす る こ と で、 今後の

工業高校における学習指導 ・ 生徒指導の一助と なる知見

を得 る こ と であ る。

兵庫県の人口は、 2010年をピークに減少を始め、 2015 
年以降は 5 年で約15万人ずつ急激に減少 し てい く と予想

さ れてい る ' )。 県内産業を支える15~ 64歳の生産年齢人

口 も大き く 減少 し てき ており 2)、 労働力不足によ る生産

力の低下と購買力の中心層の減少によ る消費力の低下が

兵庫県経済を減退 させる と危惧 さ れてい る。 こ のため兵

庫県の工業教育は、 地域で活躍でき る職業人の育成に力

を注いでおり 3)、 工業高校には地元企業への就職、 地元

産業 を支え る技術 ・ 技能の習得、 ものづ く り を通し て地

域社会へ貢献する人材の育成が期待 さ れている。

こ れまで工業高校は、 ものづ く り の技術 ・ 技能を持っ

た専門的職業人を育成し、 多 く の人材を地域産業に送り

出 し てき た。 し かし、 技術革新の進展によ る高度化 ・ 複

雑化 し た産業構造の変化に、 工業高校の専門教育は追随

でき な く な っ てき てい る。 新 しい時代 ・ 社会に向け て、

専門的職業人と し て求めら れる資質 ・ 能力が多様化する

中で、 こ れからの工業教育の在り 方が模索 さ れてい る。 

次代 を担う 人材を育て、 地域産業に寄与 し てい く ための

工業教育を俯瞰すると、 教員の指示通り に動 く 規律 ・ 規

範 を教え るこ と に偏 っ た従来の指導では、 求めら れる資
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質 ・ 能力の育成は難し く 、 今後の工業高校におけ る指導

の在り方 を検討 し ていかなけ ればな ら ない。

工業高校での学校生活に関する先行研究は、 進路選択

と 学校生活におけ る生徒の意識に関す る研究 ( 中原 ら

2016) 、 工業高校生の学校生活と キ ャリ ア意識に関する

研究 (尾川2015) な ど、 生徒の進路意識に関する研究が

行われてき た。 また、 授業に関する先行研究は、 教科ご

と の授業実践におけ る事例研究を中心と し たものが多 く 、

情報系授業での実践と結果から学習効果を計る研究 (西
野ら2007)、 ジグソー法による授業事例研究 ( 日高2016)、

授業の中で問題解決に向けての意欲を高める研究 (佐藤

2004) な どが行われてき た。 さ らに、 工業高校の教員に

関す る先行研究 と し て、 教員研修の支援に関す る研究

( 田幡ら2012) 、 工業科教員の養成の現状と課題に関する

研究 (伊藤2001) 、 新 しい時代に対応する工業科教員 と

し ての素養育成のための研究 (山本2016) な どが蓄積さ

れてい るが、 工業高校に勤務する教員の課題意識に関す

る研究は少ない現状にあ る。

本稿は以上の先行研究を踏まえ、 生徒の学校生活に関

す る意識と教員の課題意識に着目 し、 生徒と教員の関係

性と学習に対す る意識の差異 を確認す る と と も に、 生徒

の授業理解と 学校生活に影響を与え てい る要因 を明 らか

にす るこ と で、 生徒の学校生活に対す る意欲を高める指

導の在り方について考究する。 

2 調査の概要

( 1 ) 調査時期 : 2017年6 月~ 7 月 (一部9 月)
( 2 ) 調査対象 : 兵庫県内の工業高校20校に在籍する生

徒及び教員 を調査対象と した。

( 3 ) 調査項日 : 生徒に対す る調査項目と し て、 「A l 
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学校生活について ( 5 件法)」 14項目、 「A2 授業に対 し

て望むこ と ( 3 つ選択)」 9 項目、 「A3 学校で一番嬉し

い時 ( 1 つ選択)」 7 項目を設定し た。

教員に対す る調査項日 と し て、 「BI 学校の課題だと

感 じ る もの ( 3 つ選択)」 16項日、 「B2 生徒の課題だと

感 じるもの ( 3 つ選択)」 12項日、 「B3 授業指導力を高

めるために取り 組んでき たこ と ( 2 つ以内で選択)」 8 
項目を設定 し た。

( 4 ) 調査方法 : 兵庫県高等学校教育研究会工業部会教

頭会より各工業高校へアンケート用紙を配布し実施した。

( 5 ) 回収状況 : 生徒3308名、 教員946名から回答を得

た。 

3 結果と考察

( 1 ) 生徒の学校生活に関する意識

表 1 は、 生徒の学校生活と学習に関す る意識の調査結

果である。

まず、 「A l 学校生活について ( 5 件法)」 では、 「あ

てはま る」 と 「まああてはま る」 を合わせた肯定的回答

が最 も高い値 と な っ たのは 「A l -1 ク ラ スは楽 しい (肯
定的回答83.1%)」 であった。 2 番日に 「A1-2 学校に何

でも話せる友人がいる (肯定的回答79.1%)」、 3 番日に

「A1-3 学校生活は充実している (肯定的回答78.6%)」、

4 番目に 「A1-4 本校に入学 し て良かった (肯定的回答

77.8%)」、 5 番日に 「A1-5 学校の勉強は将来の役に立

つ (肯定的回答71.2%)」 という 結果と なった。

他方、 「あてはま ら ない」 と 「あま り あてはま ら ない」

を合わせた否定的回答を下線で表示 した。 否定的回答が

最 も高い値 と な っ たのは 「 A l -14 近隣の住民から 学校

は好感を持たれている (否定的回答39.6%)」 であった。 

2 番目に 「 A l -12 先生から認めら れるこ と がある (否
定的回答29.8%)」、 3 番日に 「Al -13 クラスの仲間の役

に立っている (否定的回答29.4%)」、 4 番目に 「Al -11 
授業が良く わかる (否定的回答19.9%)」、 5 番日に 「A1- 
8 学校に自分の落ち着く 場所がある (否定的回答16.9%)」
と いう 結果と な っ た。

次に、 「A2 授業に対 して望むこ と ( 3 つ選択)」 では、

「A2-1 社会に出てから役立つこ と を教え て欲 しい (55.6 
%)」 が最も高い値であ っ た。 2 番目に 「A2-2 授業の

内容をわかり やす く 教えて欲しい (45.3%)」、 3 番日に

「 A2-3 将来の生き 方につい て、 も っ と 教え て欲 し い

(36.4%)」 と いう 結果と なった。

さ らに、 「A3 学校で一番嬉 しいと き ( 1 つ選択)」 で

は、 「A3-1 実習で技術が身に付いたと き (21.9%)」 が

最も高い値であっ た。 2 番日 に 「A3-2 部活動で活躍で

きたと き (20.0%)」、 3 番目に 「A3-3 授業が理解でき

たと き (16.6%)」 と いう 結果と なっ た。

「A l 学校生活について」 は、 「A l -1 ク ラ スは楽 しい

(肯定的回答83.1%) 」 「A1-2 学校に何でも話せる友人が

い る (肯定的回答79.1%) 」 の結果から、 級友と の人間

関係は良好で、 学校生活を楽 し く 過ごせてい る傾向にあ

る と い え る。 ま た、 「 A1-3 学校生活は充実 し てい る

(肯定的回答78.6 % ) 」 「A1-4 本校に入学 し て良かっ た

(肯定的回答77.8% ) 」 の結果から、 生徒の学校生活に対

する満足度は高 く 、 充実し ている状況が明らかと なった。

しかし ながら、 「A l -13 ク ラ スの仲間の役に立 っ てい

る (否定的回答29.4%)」 の結果からは、 ク ラ ス全体で

は楽 しい も のの、 生徒個人はク ラ スの役に立ててい ない

と い う 自己肯定感の低 さ がう かがえ る。 ま た、 「 A1-7 
信頼でき る先生がいる (肯定的回答69.4%) 」 に対 し て、

「A l -12 先生から認めら れる こ と があ る (否定的回答

29.8%)」 は非常に低 く 、 教員 を信頼 し てはいる ものの、

教員から認めら れてい ない と 感 じ てい る生徒が 3 割近 く

おり 、 教員 と の関係性の低 さが生徒の自己肯定感の低 さ

につながっ てい る と 考え ら れる。

同様に 「A l -14 近隣の住民から学校は好感 を持たれ

てい る (否定的回答39.6%)」 と 地域から認めら れてい

ない と 感 じ てい るこ と が、 生徒の自己肯定感を低 く し て

い る一因であ る と 考え ら れる。 ま た、 「A l -12 先生から

認めら れるこ とがある (否定的回答29.8%)」 「Al -13 ク

ラスの仲間の役に立っている (否定的回答29.4%)」 「A1- 
8 学校に自分の落ち着く 場所がある (否定的回答16.9%)」
という 生徒個人に関する項目では否定的回答が多 く 、 個々

の生徒は学校生活の中での弱 さ ・ 不安定感を持 っ てい る

こ と が把握でき た。

学習面では、 「 A1-5 学校での勉強は将来の役に立つ

(肯定的回答71 .2 % ) 」 と学校での学習が社会に出てから

有用であ る と感 じ てい るが、 「A l -10 高校での授業に興

味が持てる (否定的回答16.6%)」 と 2 割近 く の生徒が

授業への興味 を持ててい ない実態が明 ら かにな っ た。 授

業理解は 「A l -11 授業は良く わかる (否定的回答19.9%)」
と 2 割近 く の生徒は授業が理解でき ていない状況が確認

でき た。 学習への興味 ・ 理解が低いにも かかわらず、 学

校生活は充実 し てい ると いう 相反する結果から、 工業高

校には義務教育の段階で授業につい ていけ な く な っ た生

徒 も少な く ない ため、 勉強への苦手感 ・ 劣等感 を持 ち

「自分は勉強ができ ない」 と いう 請めを自分の中で受け

入れて し ま っ てい ると いえ る。 その上で、 学校生活と 学

習活動 を別物と し て捉え、 授業が理解でき な く ても学校

生活に楽 し みを見出し ていると考え ら れる。

「A2 授業に対 し て望むこ と」 では、 「A2-1 社会に出

てから役立つこ と を教えて欲しい (55.6%)」 「A2-3 将

来の生き方について、 も っ と 教え て欲 しい (36.4%)」
と実社会に通用す る学びを求めてい る点は、 卒業後は就

職を希望する生徒が多い工業高校の特徴であるといえる。 

「A2-2 授業の内容をわかりやすく 教えて欲しい (45.3%)」
は、 授業 を理解し たい と いう 願望 を持 っ てい る実情を示

し ており 、 生徒の内面には自分の将来や進路実現のため

に学習は必要である と 感 じ てい る こ と が明 ら かであ る。 

「 A2-6 わから な く な っ た勉強に、 補習や個別指導 を し

て欲しい (22.6%)」 「A2-7 学習の進度や理解に応 じ、

班やク ラ スを編成 し た授業を し て欲 しい (20.3%)」 「A 
2-8 自分で課題を見つけて学習するよ う な授業 を し て欲

しい (10.3%)」 と 生徒は自分自身に どのよ う な学び方
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表1 生従アンケー ト調査結果 [N=3308] 
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(%) 

A l 学校生活について (無回答 を除く ) あてはま る 
ま ああては 

ま る 

ど ち ら と も 

いえない 

あま り あて 

はま ら ない 

あてはま ら 

ない 

A l -1 ク ラ スは楽 しい 

A1 -2 学校に何で も話せる友人がい る 

A1-3 学校生活は充実 してい る 

A1-4 本校に入学 して良かっ た 

A1-5 学校での勉強は将来の役に立つ 

A1-6 ク ラ スの仲間 を信頼 してい る 

A1-7 信頼でき る先生がいる 

A1-8 学校に自分の落ち着 く 場所がある 

A1-9 所属学科の授業に興味がある 

A l -10 高校での授業に興味が持てる 

A l -11 授業は良 く わかる 

A l -12 先生から認められるこ と がある 

A l -13 ク ラ スの仲間の役に立っ てい る 

A l -14 近隣の住民から学校は好感 を持たれている 

44.3 

41.7 

31.7 

34.3 

29.2 

25.9 

30.6 

27.3 

24.1 

17.9 

10.7 

l3.1 

13.1 

12.4 

38.8 

37.4 

46.9 

43.5 

42.0 

44.6 

38.8 

36.4 

38.7 

40.7 

44.2 

33.8 

31.0 

28.1 

7.2 

10.0 

11.1 

10.2 

14.8 

13.3 

14.2 

18.6 

20.6 

24.0 

24.4 

22.6 

25.7 

19.2 

3.7 

5.0 

4. l 

5. l 

5.2 

6.1 

6.5 

9.6 

8.6 

9.0 

8.7 

8.5 

8.5 

11.4 

5.1 

5.0 

5.5 

6.3 

8.0 

9.2 

9.2 

7.3 

7.1 

7.6 

11.2 

21.3 

20.9 

28.2 

A2 授業に対 して望むこ と ( 3 つ選択、 無回答を除く ) 

A2-1 社会に出てから役立つこ と を教えて欲 しい

A2-2 授業の内容をわかりやす く 教えて欲 しい

A2-3 将来の生き方について、 も っ と教えて欲 しい

A2-4 もっ と興味の持てる教科 ・ 科目を設けて欲 しい

A2-5 自分の好き な教科 ・ 科目を自由に選ばせて欲 しい

A2-6 わから な く なっ た勉強に、 補習や個別指導を して欲 しい

A2-7 学習の進度や理解に応 じ、 班やク ラ ス を編成 した授業 を して欲 しい

A2-8 自分で課題 を見つけて学習するよ う な授業 を して欲 しい

A2-9 その他

A3 学校で一番嬉 しいと き ( 1 つ選択、 無回答を除く ) 

A3-1 実習で技術が身に付いたと き

A3-2 部活動で活躍でき たと き

A3-3 授業が理解できたと き

A3-4 その他

A3-5 行事などで活躍できたと き

A3-6 先生から認められたと き

A3-7 級友から認められたと き

が合 っ てい るのか理解でき ずにい る と 考え ら れる。

「A3 学校で一番嬉 しいと き」 の結果からは、 上位に

「A3-1 実習で技術が身に付いたと き (21.9%)」 と 「A 
3-3 授業が理解でき たと き (16.6%)」 の学習に関する

項目が 2 つ入っ てい る。 「A l -10 高校での授業に興味が

持てる (肯定的回答48.6%) 」 と生徒の授業への興味は

6
 

3
 

4
 

3
 

4
 

6
 

3
 

3
 

9
 

5
 

5
 

6
 

5
 

3
 

2
' 

0
 

0
' 

8
 

5
 

4
 

3
 

3
 

3
 

2
 

2
 

1
 

9
0

6
5

9
6

0
 

1
0

6
' 

5
 

9
 

7
 

5
 

2
2

1
1
 

高 く はない ものの、 生徒の内面には学習への関心 と 意欲

があ る こ と が明 ら かにな っ た。 ま た、 「A3-2 部活動で

活躍で き たと き (20.0%)」 が上位から 2 番目に位置 し

てい るこ と は、 部活動が生徒の学校生活の中で主要な部

分を占めており 、 部活動の充実が学校生活全体の充実に

つながっ てい る と推察 さ れる。 他方で 「A3-6 先生から
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認めら れたと き (7.6%) 」 「A3-7 級友から認めら れたと

き (5.0%)」 と低い結果がでてい るのは、 学校生活の中

で他者から認めら れるこ と が少ないため、 生徒の自己肯

定感が低 く な っ てい る と考え ら れる。

( 2 ) 教員の課題意識と授業指導力

表 2 は、 教員が感 じ ている学校 ・ 生徒の課題意識と授

業指導力 を高める取 り 組みに関す る調査結果で あ る。 

「BI 学校の課題だと感 じ るもの ( 3 つ選択)」 では、 「B 
1-1 学力向上 (56.8%)」 が最も高い値であった。 2 番

目に 「B1-2 生活 ・ 生徒指導 (49.5%)」、 3 番目に 「B1- 
3 部署間の協働 ・ 連携 (36.9%)」 と いう 結果と なっ た。 

「B2 生徒の課題だと感 じ るもの ( 3 つ選択)」 では、 「B 
2-1 学習意欲が低い (49.7%)」 が最も高い値であ っ た。 

2 番目に 「B2-2 家庭学習の習慣がない (41.9%)」、 3 
番目に 「B2-3 義務教育の学習が定着 し ていない (37.2 
%)」 と いう 結果と なっ た。 「B3 授業指導力 を高めるた

めに取り 組んでき たこ と ( 3 つ選択)」 では、 「B3-1 先

輩 ・ 同僚から 学ぶ (54.5%)」 が最も 高い値であ っ た。 

2 番目に 「B3-2 教育書籍の読書 (30.8%)」、 3 番目に

「B3-3 他の教員の授業 を見る (30.2%) 」 と いう 結果と

な っ た。

「BI 学校の課題だと 感 じ る も の」 と し て 「BI -1 学

力向上 (56.8%)」 が最 も高い結果 と な っ てい る こ と か

ら、 教員は生徒の学力の不足 と学力向上の必要性を強 く

感 じ ている。 生徒の学力向上を最重要課題と し て捉え て

いるのに対 し て、 「B1-5 授業改善 (25.3%)」 について、

教員は自分達の授業に対する課題意識は相対的に低い結

果と なっている。 また、 「B1-2 生活 ・ 生徒指導 (49.5%)」
は、 長年にわたる工業高校の課題と し て共通に意識 さ れ

ている。 さ ら に、 「B1-3 部署間の協働 ・ 連携 (36.9%)」
が学校課題の上位に位置し ているこ とは、 教員間の協働 ・ 

連携の不足に危機感を抱いてい る意識が示 さ れてい る。

「B2 生徒の課題だと 感 じ る もの」 では、 学習に関す

る項目 「B2-1 学習意欲が低い (49.7%)」 「B2-2 家庭学

習の習慣がない (41.9%)」 「B2-3 義務教育の学習が定

着 し ていない (37.2%)」 が上位に位置 し ており 、 学校

の課題と同様に、 教員は生徒の学習に関する意欲や習慣

の不足 を生徒自身に原因がある と捉え てい る傾向が明ら

かであ る。

「B3 授業指導力 を高めるために取り 組んできたこ と」

と し ては、 個人的な取り 組みであ る 「B3-1 先輩 ・ 同僚

から学ぶ (54.5%)」 「B3-2 教育書籍の読書 (30.8%)」
「B3-3 他の教員の授業を見る (30.2%)」 「B3-4 自主研

修 (講演会 ・ 研究会) の参加 (26.4%)」 の 4 つが上位

を占めてい る。 組織的な取り 組みであ る 「B3-5 校外研

修 (20.3%)」 「B3-6 校内研修 (授業研究など) (11.0%)」
について、 教員は有用性を感 じていない結果が示 さ れた。 

4 生徒の学校生活の意識と教員の課題意識に関

する分析

( 1 ) 生徒の学校生活の意識に関する分析

生徒 ア ンケー ト 調査結果の相関分析 を行い、 相関の高

い項目の関係を図 1 に示 し た。 網掛け表示の 「A1-7 信

頼でき る先生がいる (肯定的回答69.4%)」 「A1-8 学校

に自分の落ち着く 場所がある (肯定的回答63.7%)」 「Al - 
to 高校での授業に興味が持てる (肯定的回答58.6 % ) 」
「 A l -12 先生から認めら れる こ と があ る (肯定的回答

46.9%)」 の 4 項目につい ては、 他の項目 と の相関が多

く 、 影響が大きい項目と な っ てい る。

「A1-7 信頼でき る先生がいる (肯定的回答69.4%)」
は、 「Al -1 クラスは楽しい (肯定的回答83.1%)」 「A1-3 
学校生活は充実している (肯定的回答78.6 % ) 」 「A1-8 

学校に自分の落ち着 く 場所がある (肯定的回答63.7%) 」
「Al -10 高校での授業に興味が持てる (肯定的回答58.6 
%)」 「A l -12 先生から認めら れるこ と があ る (肯定的

回答46.9%)」 の 5 項日 と 相関がある。 教員に対する信

頼が、 学校生活の充実や授業への興味 をは じめ、 幅広 く

影響 を与え てい るこ と が明 らかと な っ た。

「A1-8 学校に自分の落ち着 く 場所がある (肯定的回

答63.7%)」 は、 「A1-2 学校に何で も話せる友人がい る

(肯定的回答79.1 %) 」 「A1-3 学校生活は充実 し ている

(肯定的回答78.6%)」 「A1-7 信頼でき る先生がいる (肯
定的回答69.4 % ) 」 「A l -10 高校での授業に興味が持てる

(肯定的回答58.6%)」 「Al -12 先生から認めら れるこ と

がある (肯定的回答46.9%)」 の 5 項日 と相関がある。 

し たがっ て、 生徒と教員の関係性が高まれば、 教室が生

徒の落ち着け る場所と なり 、 授業への興味が高ま るこ と

が考え ら れる。

「A l -10 高校での授業に興味が持て る (肯定的回答

58.6%)」 は、 「A1-3 学校生活は充実 し ている (肯定的

回答78.6%)」 「A1-7 信頼でき る先生がいる (肯定的回

答69.4%) 」 「 A1-8 学校に自分の落ち着 く 場所があ る

(肯定的回答63.7 % ) 」 「A1-9 所属学科の授業に興味があ

る (肯定的回答62.8%)」 「Al -11 授業は良く わかる (肯
定的回答54.9%)」 「A l -12 先生から認められるこ とがあ

る (肯定的回答46.9%)」 の 6 項日 と相関がある。 し た

がっ て、 生徒と教員の関係性が高ま るこ と によ っ て、 学

校が生徒の落ち着 く 場所と なり 、 授業への興味関心が高

まり 、 理解度も高ま ると考え ら れる。

「 A l -12 先生から認めら れる こ と がある (肯定的回

答46.9%)」 は、 「 A1-6 ク ラ スの仲間 を信頼 し てい る

(肯定的回答70.5%)」 「A1-7 信頼でき る先生がいる (肯
定的回答69.4%)」 「A1-8 学校に自分の落ち着 く 場所が

ある (肯定的回答63.7%)」 「A l -10 高校での授業に興味

が持てる (肯定的回答58.6%)」 「A l -13 ク ラスの仲間の

役に立っている (肯定的回答44.1%)」 「Al -14 近隣の住

民から学校は好感を持たれている (肯定的回答40.5% ) 」
の 6 項目と相関があ る。 生徒が教員に認めら れるこ と で

授業への興味関心が高ま るこ と が期待 さ れる と と も に、

学校での自分の落ち着 く 場所、 ク ラ スでの級友と の関係、

近隣地域への意識まで幅広 く 影響を与え てい るこ と が明

ら かと な っ た。

こ れら の相関が多 い 「 A1-7 信頼 で き る先生がい る

(肯定的回答69.4%)」 「A1-8 学校に自分の落ち着 く 場所
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表 2 教員ア ンケー ト調査結果 [N=946] 
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(%) 

BI 学校の課題だ と感 じ る もの ( 3 つ選択、 無回答を除く ) 

BI -1 学力向上

B1-2 生活 ・ 生徒指導

B1-3 部署間の協働 ・ 連携

B1-4 業務改善

B1-5 授業改善

B1-6 部活動指導

B1-7 会議削減

B1-8 企業と の連携
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6
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2
 

2
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1
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B2 生徒の課題だ と感 じるもの ( 3 つ選択、 無回答を除く ) 

B2-1 学習意欲が低い

B2-2 家庭学習の習慣がない

B2-3 義務教育の学習が定着 していない

B2-4 礼儀 ・ マナー ・ 規範意識が低い

B2-5 基本的生活習慣が身に付いていない

B2-6 生徒間の学力差が大きい

7
9

2
4

5
9
 

9
1

7
3

2
0
 

4
4

3
3

3
3
 

B1-9 PR 活動の促進

BI-10 保護者対応

BI-11 その他

BI -12 学校行事の充実

BI -13 小 ・ 中学校と の連携

BI -14 地域と の連携

BI -15 校内研修体制の充実

BI-16 学校評価の活用

B2-7 コミ ュニケーショ ンが取り づらい生徒が増えた

B2-8 生徒指導に手間がかかる

B2-9 進路意識が低い

B2-10 その他

B2-11 保護者の協力が得られに く い

B2-12 生徒が何を考えてい るのかわから ない

B3 授業指導力 を高めるために取り組んでき たこ と ( 2 つ以内で選択、 無回答 を除く ) 

B3-1 先輩 ・ 同僚から学ぶ

B3-2 教育書籍の読書

B3-3 他の教員の授業 を見る

B3-4 自主研修 (講演会 ・ 研究会) の参加

54.5 l B3-5 校外研修

30.8 1 B3-6 校内研修 (授業研究など) 

30.2 1 B3-7 その他

26.4 1 B3-8 特にな し

がある (肯定的回答63.7%)」 「Al -10 高校での授業に興

味が持てる (肯定的回答58.6%)」 「A l -12 先生から認め

ら れるこ と がある (肯定的回答46.9%)」 の 4 項目を高

めるための働きかけ を行う こ と で、 他の項目に も良い影

響を与え、 生徒の学校生活全般の満足度をよ り 高めるこ

と ができ る と推察 さ れる。

( 2 ) 教員の課題意識に関する分析

教員は生徒の学習 を大き な課題と 意識 し てい るが、 生

徒の学力や学習意欲の低さ を生徒自身の責任と し て捉え

る傾向にある。 他方、 授業がわから ない生徒が 2 割近 く

存在 し、 生徒は授業をわかり やす く 教え て欲しいと望ん

でいるが、 教員の授業改善に対する意識は相対的に低 く 、

教員は生徒の学力不足に対 し て授業改善が学校全体の重

要課題である と は捉え ていない。 こ のため、 生徒の希望

と教員の意識の間に差異が生 じ、 生徒の学習意欲は高ま

ら ず、 教員 も生徒の学力の向上 を図れない状態にあ る と

考え ら れる。

他方、 教員から認めら れていない と感 じ てい る生徒は

多 く 、 教員 と の関係性は希薄な傾向にある。 生徒の内面

には学習への関心と 意欲が存在す る ものの、 学習意欲や

授業の理解度が低いのは、 教員 と の関係性の低さ が一 因

である と いえ る。 生徒と教員が接する時間が最も長いの

が授業である。 生徒と教員の関係性が低いこ と は、 授業

内での関係性が低いこ と と判断でき る。 こ の関係性の低
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さが、 生徒の授業への興味関心や理解度に影響 を与え て

い る と 考え ら れる。

高校卒業後す ぐに社会へ出る生徒がほと んどの工業高

校では、 実社会に通 じ る規律 ・ 規範を生徒に身に付け さ

せる こ と に重き を置いてき た4)。 こ の伝統的価値観を重

視す るあまり 、 授業指導に偏り が起こ り 、 生徒を認め支

援す る指導が疎かにな っ て し ま っ てい る。 教員が生徒を

認め肯定 し、 生徒を支援する関係への転換を図るこ と で、

授業が生徒にと っ て落ち着け る場と な っ てい く と 推察 さ

れる。

教員個々は授業指導力 を高めるための活動は行 っ てい

るものの、 校内研修な どの組織的な活動が十分には機能

し ておらず、 学校組織と し て授業改善を進める体制が構

築 さ れてい ない。 こ のこ と は、 意欲があり 積極的に授業

を改善 していこ う とする教員と、 現状維持の思考の教員

と の間に大き な格差を生み、 学校全体と し ての授業改善

は進まず、 結果と し て生徒の学力向上に結び付かない状

態 を招いてい る。

こ の組織的な活動の機能不全に関 し ては、 教員間の協

働 ・ 連携の不足にその一因があると考え ら れる。 部署間

の協働 ・ 連携が学校課題の 3 番目に位置 しているよ う に、

実際にその不足が認識 さ れてい る状況にあ る。 それは教

員の個業化 を示 し ており 、 教育効果を高めるために も、

協働 ・ 連携を推進する組織的な働きかけが重要である。 
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図 1 生徒ア ンケー ト 相関の高い項目の関係図 (肯定的回答) [N=3308] 
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こ れま で高校では重視 さ れてこ なかっ た授業研究な どの

校内研修の機能を高め、 実効性のあるものにし て、 学校

組織と し て教員の授業指導力の向上、 授業改善を進める

体制 を構築する必要があ る。 

5 本研究の知見と今後の課題

生徒の学校生活と学習意欲を高めるための教員 と の関

係性を基に し た指導の在り 方について、 考察を通 じ て得

ら れた知見 を整理する と以下の点が指摘でき る。

第 1 に、 生徒が地域や教員から認めら れてい ない と 感

じ てい る意識が、 生徒の自己肯定感を低下 させる一 因 と

な っ てい る。 こ の自己肯定感の低さが、 生徒にと っ て学

校が落ち着け る場所と なるかに影響を与え てい る。 生徒

の自己肯定感を高めるためには、 教員が生徒 を認め肯定

するこ と が必要である。 また、 学校 を地域に開き、 地域

から認めら れる学校と なるこ と で、 生徒の自己肯定感を

高めるこ と が重要である。 生徒の自己肯定感の向上によ

り 、 学校が落ち着 く 場所と なり 、 学校生活全体の充実度

も高ま るこ と が期待 さ れる。

第 2 に、 生徒が授業をわかり やす く 教えて欲しいと求

めてい るこ と に対 し て、 教員は学習に関す る課題は生徒

に原因があ る と考え る傾向にあ る。 そのため、 自 ら の授

業 をよ り わかり やすい ものへ改善 し よ う と いう 意識は低

く 、 生徒の内面にある学習意欲を引き出せていない実態

にある。 学習に関す る課題は、 生徒自身の責任である と

いう 一方的な考え方から脱却し、 授業を変えれば生徒も

変わるという 教員の意識へ改める取り 組みが必要である。 

こ れまでの規律 ・ 規範重視に偏 っ た指導から、 生徒 を認

め支援する指導へ転換を図るこ と で、 生徒と教員のよ り

良い関係性が期待 さ れる。

第 3 に、 教員間の協働 ・ 連携の不足は、 各教員 を個業

へと 追いやり 、 教育活動で最も重要であ る授業 をよ り わ

かり やすい ものにする授業改善の組織的取り 組みが進ま

ない現状 を招き、 授業 を理解し たい と いう 生徒の希望に

応え ら れず、 生徒の学校生活の充実に影響を与えている。 

協働 ・ 連携の視点から校内研修の在り 方を見直 し、 組織

的な授業研究に取り 組むこ と で、 学校全体の授業改善を

図 っ てい く こ と が求めら れてい る。

今後の研究課題と し ては、 教員の協働 ・ 連携を高める

ために どのよ う な働き かけが有効かを分析 し ていかなけ

ればならない。 また、 工業高校での生徒の学習への興味 ・ 

意欲を高める授業研究は どう あるべきか、 よ り 具体的な

考察が求めら れる。 さ ら に、 生徒 と 教員の関係性は明 ら

かにでき たが、 管理職と教員の関係性な ど学校組織全体

での分析 ・ 考察も必要である。 

注

1 ) 兵庫県 w eb べ一 ジ兵庫県将来人口推計につい て

「兵庫県総人口の推移予測」

https://web.pref.hyogo.1g.jp/kk07/documents/population 
projectionhyogopref.pdf

(最終閲覧2018年7 月1 日) 
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2 ) 兵庫県 w eb べ一 ジ兵庫県将来人口推計につい て

「全県 (年齢別人口) 」
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk07/documents/population 
projectionhyogopref.pdf

(最終閲覧2018年7 月 1 日)
3 ) 第 2 期ひよう ご教育創造プラ ンでは、 工業教育に関

す る施策と し て 「キ ャ リ ア形成の支援 ・ 発達段階に

応 じ た体験活動の推進 ・ 多様な学習ニーズに対応す

る高等学校教育の充実」 が掲げら れてい る。 兵庫県

教育委員会 w eb べ一 ジ 「 ひ よう ご教育創造 プラ ン

(兵庫県教育基本計画)」
http://www.hyogo-c.ed jp/~kikaku-bo/kihonkeikaku/ 
index2.html (最終閲覧2018年7 月 1 日)

4 ) 片山 (2016) は、 「技術者に必要な心構え= 修養的

要素を強調する工業教育を 『ものづ く り 規範』」 と

定義し てい る。 
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